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三木つばき選手（アルペンスノーボーダー）による市長表敬訪問について 
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市民

協働

FIS スノーボード世界選手権 2025 スノーボードアルペン競技パラレルスラローム（PSL）、パラ

レル大回転（PGS）で優秀な成績を収め、ワールドカップポイントランキング総合 1位、PSL種目 1

位、PGS 種目 1 位を獲得された浜松いわた信用金庫所属、アルペンスノーボーダー三木つばき

選手が市長を表敬訪問します。 

当日の取材方よろしくお願いいたします。  

 

1 日時 令和 7年 4月 4日（金）14時 30分から 14時 45分まで 

 

2 会場 浜松市役所本館 5階 秘書課応接室 

 

3 訪問者 

氏 名（ふりがな） 所 属 役 職 

三木 つばき（みき つばき） 浜松いわた信用金庫 選手 

三輪 久夫（みわ ひさお） 浜松いわた信用金庫 専務理事 

竹内 嘉邦（たけうち よしくに） 浜松いわた信用金庫 SDGｓ推進部 部長 

川上 恵介（かわかみ けいすけ） 浜松いわた信用金庫 SDGｓ推進部 地域貢献課 課長 

 

4 次 第 1. 選手紹介                          4. お祝いの言葉（市長） 

2. 2024-25シーズン成績報告及び大会感想（選手） 5. 写真撮影 

3. 歓談 

 

5 大会成績 ※PSL＝パラレルスラローム、PGS＝パラレル大回転 

日程 大会名 開催地 成績 

2024年 11月 30日 ワールドカップ第 1戦 PGS 
メイリン（中国） 

3位入賞 

12月 1日 ワールドカップ第 2戦 PSL 2位入賞 

12月 7日 ワールドカップ第 3戦 PGS 
ヤンキン（中国） 

3位入賞 

12月 8日 ワールドカップ第 4戦 PSL 優勝 

12月 12日 ワールドカップ第 5戦 PGS カレッツア（イタリア） 3位入賞 

12月 13日 ワールドカップ第 6戦 PGS コルチナ（イタリア） 4位 

12月 21日 ワールドカップ第 7戦 PSL ダボス（スイス） 優勝 

 

（裏面へ続く） 
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協働

 

日程 大会名 開催地 成績 

2025年 1月 11日 ワールドカップ第 8戦 PGS シュクール（スイス） 2位入賞 

1月 14日 ワールドカップ第 9戦 PSL バドガシュタイン（オーストリア） 2位入賞 

1月 18日 ワールドカップ第 10戦 PGS 
バンスコ（ブルガリア） 

2位入賞 

1月 19日 ワールドカップ第 11戦 PGS 2位入賞 

1月 25日 ワールドカップ第 12戦 PGS ログラ（スロベニア） 優勝 

2月 15日 ワールドカップ第 13戦 PGS 
ヴァルサンカム（カナダ） 

9位 

2月 16日 ワールドカップ第 14戦 PGS 3位入賞 

3月 1日 ワールドカップ第 15戦 PGS 
クリニツァ（ポーランド） 

5位 

3月 2日 ワールドカップ第 16戦 PGS 優勝 

3月 15日 ワールドカップ第 17戦 PSL ウィンターベルグ（ドイツ） 5位 

3月 20日 世界選手権 2025 PGS 
サンモリッツ（スイス） 

2位入賞 

3月 22日 世界選手権 2025 PSL 優勝 

 

6 経歴 

浜松いわた信用金庫所属。2003年 6月 1日生まれ。静岡県掛川市出身。日本体育大学在学中。 

 8歳で「世界一速く山を駆け降りる選手になる！」との思いから、9歳から単身で長野県に山籠もりしながら

冬季を過ごして TRに励む。 

 12 歳でアルペンスノーボーダーとして最年少でプロ登録。国内でプロ活動と海外での遠征・転戦を始め、

プロ 2年目で総合優勝。 

 14 歳でヨーロッパ各国を転戦するアルぺ・アドリアシリーズ（15 歳以下の女子の部）でシリーズチャンピオ

ンとなる。 

15 歳でシニアデビューすると北米選手権優勝、ワールドカップ初出場、全日本選手権で最年少優勝を果

たす。 

 18歳（高 3）で北京五輪に出場、9位となる 

 2023年 2月に行われた世界選手権では、五輪・世界選手権を通じ、日本人初の金メダルを獲得。 

 2023年 9月浜松いわた信用金庫と所属契約を締結。 

 2024 年 4 月国際スキー連盟ポイントランキングでアジア人初の 1,000 ポイントをマークして同率 1 位に

ランクイン。日本体育大学ではスポーツ心理学を専攻し、競技スポーツ心理の強化に取り組んでいる。 

 


